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○議長（茅沼隆文） 

皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は１２名です。定足数に達して

おりますので、これより平成２８年開成町議会３月定例会議（第４日目）の会議を開

きます。 

                    午前 ９時００分 開議 

○議長（茅沼隆文） 

早速、本日の日程に入ります。 

日程第１ 議案第２１号 平成２８年度開成町一般会計予算から日程第７ 議案

第２７号 平成２８年度開成町水道事業会計予算までを一括議題としております。本

日は、議案第２３号 平成２８年度開成町下水道事業特別会計予算から行います。 

細部説明を担当課長に求めます。 

上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

それでは、予算書の２３７ページをお開きください。 

議案第２３号 平成２８年度開成町下水道事業特別会計予算。 

平成２８年度開成町の下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算。 

第１条。歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億１，５６５万２，０００円

と定める。第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。 

地方債。 

第２条。地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還方法は、「第２表 地方債」による。 

一時借入金。 

第３条。地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は１億円と定める。 

平成２８年３月４日提出、開成町長、府川裕一。 

次のページをおめくりください。 

第１表、歳入歳出予算。 

歳入。１款分担金及び負担金から７款町債まで、歳入合計６億１，５６５万２，０

００円です。 

歳出。１款総務費から５款予備費まで、歳出合計６億１，５６５万２，０００円で

す。 

次のページをお願いします。 

第２表、地方債。 

起債の目的、公共下水道事業、限度額６，９８０万円、流域下水道事業、限度額１，

２３０万円、特別措置分、限度額４，０００万円、合計１億２，２１０万円。起債の

方法、利率、償還の方法は、記載のとおりです。 
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続きまして、別冊の開成町歳入歳出予算書説明資料の５６、５７ページをお願いい

たします。予算書では２４４、２４５ページになります。 

下水道事業、歳入です。 

分担金及び負担金、負担金、受益者負担金、下水道事業受益者負担金です。平成２

６年度賦課分は、初年度に全額納付されたためありません。平成２７年度賦課分とし

て１３万２，０００円と、平成２８年度賦課分として２６１万２，０００円を見込ん

でおります。前年度に比べて１９５万１，０００円の増額です。これは、神奈川県の

足柄上合同庁舎の受益者負担金が賦課されるため増額されるものです。 

滞納繰越分は、前年度と同額です。 

使用料及び手数料、使用料、下水道使用料は、一般家庭分１億５，３１５万８，０

００円、工業系排水分５，０８４万２，０００円を見込んでおります。前年度と比べ

て１，４５３万５，０００円の増額です。 

滞納繰越分としましては、前年度と同額の１５０万円を計上しました。 

下水道手数料は省略させていただきます。 

国庫支出金、下水道事業国庫補助金は、社会資本整備総合交付金の対象事業７，９

００万円の２分の１の補助で、３，９５０万円を見込んでおります。 

繰入金、他会計繰入金、一般会計繰入金は、前年度に比べて４，７００万円の減額

の２億３，５００万円です。 

繰越金につきましては、前年度の下水道使用料の増額が見込まれるため、前年度の

倍の１，０００万円を計上しました。 

諸収入は省略させていただきます。 

町債、下水道事業債の公共下水道事業債６，９８０万円は、公共下水道事業に係る

起債です。起債対象事業は１億１，２７７万６，０００円です。 

流域下水道事業債１，２３０万円は、酒匂川下水道事業に係る起債です。 

特別措置分は下水道に係る起債の特別措置分で、４，０００万円です。 

次の５８、５９ページをお願いします。予算書の２４８、２４９ページになります。 

歳出です。 

総務費、一般管理費の経常的一般管理費の内容に記載されています職員給与、こち

らのほうは、すみません、記載のほうを間違えましたので削除のほうをお願いいたし

ます。 

経常的一般管理費は、下水道運営審議会４回の開催、前年度工事箇所の下水道台帳

補正や下水道使用料の徴収について下水道会計への委託など、下水道事業事務を行い

ます。 

給与費は省略させていただきます。 

施設管理費は、汚水流入量の多い特定事業場４カ所の水質検査の実施、流量計２基、

及び宮台に設置されていますマンホールポンプの保守点検委託、マンホール蓋等の道

路維持補修など、下水道施設の維持管理を行います。 

続きまして、事業費、下水道事業費、公共下水道事業費ですが、こちらも内容に記
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載されています職員給与は記載間違いなので、申しわけありません、削除のほうをお

願いいたします。 

公共下水道事業は、中之名地区１カ所、牛島地区１カ所、下延沢地区１カ所、吉田

島地区２カ所の管渠敷設工事を予定しております。管渠延長４９５メートル、整備面

積が１．４ヘクタールです。工事場所につきましては、説明資料の後ろに資料２とし

て下水道工事箇所図を添付してありますので、後ほどご覧ください。 

流域下水道費の流域下水道事業費は、酒匂川流域下水道事業における建設費負担金

７８３万５，０００円及び維持管理費負担金１億１，７９６万６，０００円で、各市・

町の汚水量による負担割合によって支払うものです。 

公債費の元金は、下水道事業債１２３件に対する元金の返済を行うものです。 

利子、町債償還利子は、下水道事業債１３４件に対する利子返済を行うものです。 

一時借入金利子は、年度中資金不足に対応するため市中銀行等から借入金利子を支

払うもので、前年度と同額です。 

予備費につきましては、５２５万４，０００円を計上しました。 

予算書の２５９ページをお願いします。 

地方債の前々年度末及び前年度末における現在高、並びに当該年度末における現在

高の見込に関する調書です。３月８日提出の補正予算４号が可決されましたので、調

書の差しかえ、机上のほうに先日お配りしました調書の差しかえをお願いいたします。 

差しかえ調書のほうをご覧ください。 

区分１、普通債、（１）公共下水道、表の中段の当該年度中増減見込みのうちの当

該年度中起債見込額が６，９８０万円、当該年度中償還見込額が１億５，０５４万３，

０００円です。（２）流域下水道、当該年度中起債見込額１，２３０万円、当該年度

中償還見込額が３，０１８万７，０００円です。（３）特別措置分、当該年度中起債

見込額４，０００万円、当該年度中償還見込額２，０６５万３，０００円です。（４）

の補償金免除繰上償還借換債は、当該年度中起債見込額はありません。当該年度中償

還見込額５，０２２万８，０００円です。この結果、普通債の当該年度中起債見込額

は１億２，２１０万円となり、当該年度中償還見込額が２億５，１６１万１，０００

円となります。この結果、当該年度末現在高見込額が２６億４，９７１万３，０００

円の予定です。 

以上で説明を終わります。 

○議長（茅沼隆文） 

以上で、議案第２３号 平成２８年度開成町下水道事業特別会計予算の説明を終了

いたします。 

 


